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御
講
果

お

こ

う

は

て

非
時

ひ

じ 

  

 

 

御
講
果

お

こ

う

は

て

非
時

ひ

じ

弁
当 

  

 

 

 

 

  

１１月 月 
２８日 ２７日 日 

金 木 曜日 

８：００ ９：００ 開門 

  a

８ 

時 
 

 

報
恩
講
結
願
晨
朝
（
嘉
枝
堂
） 

引
続
き 

 

永
代
経
総
経 

引
続
き 

 

法
話 

 あ

10

時 
 

 

報
恩
講
結
願
日
中
法
要 

  
 

 
 

 

・
「
報
恩
講
私
記
」
拝
読 

 
 

 
 

 

・
「
嘆
徳
文
」
拝
読 

 
 

 
 

 

・
坂
東
曲 

【
下
記
参
照
】 

 
 

 
 

 

・
念
仏
十
二
淘 

 
 

 
 

 

・
和
讃
「
三
朝
浄
土
の
大
師
等
」 

引
続
き 

 

御
法
主
台
下
御
親
教 

引
続
き 

 

復
演
法
話 

9

時

30

分 
 

晨
朝
（
嘉
枝
堂
） 

引
続
き 

 

永
代
経
総
経 

引
続
き 

 
法
話 

午
前 

法
要
・
行
事 

       

12

時

30

分 

宗
派
授
与
式
（
嘉
枝
堂
） 

 
13

時
頃 

 
 

御
講
果
非
時 

【
左
記
参
照
】 

 
 

16

時 
 

 
 

昏
時
（
嘉
枝
堂
） 

  

13

時 
 

報
恩
講
結
願
逮
夜
法
要
（
嘉
枝
堂
） 

引
続
き
「
御
俗
姓
御
文
」
拝
読 

引
続
き 

改
悔
批
判 

引
続
き 

初
夜
勤
行 

引
続
き
「
御
伝
鈔
」
拝
読 

引
続
き 

後
夜
勤
行 

 

午
後 

無料送迎バス（＊バス停留所については８p をご覧ください） バス 
１７：００ １８：００ 閉門 

蓮
如
上
人
の
時
代
か
ら
親
し

ま
れ
、
平
座
で
僧
俗
共
に
食
し
た

御
講
果
非
時
。
（
お
斎
） 

仏
教
の
戒
律
に
は
「
昼
過
ぎ
か

ら
翌
朝
ま
で
は
食
事
を
し
な
い
」

と
い
う
決
ま
り
が
あ
り
、
こ
の
時

間
を
「
非
時
」
と
言
い
ま
し
た
。

報
恩
講
を
終
え
て
か
ら
、
参
列
の

皆
様
と
僧
侶
が
共
に
食
事
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
お
念
仏
に
出
遇

っ
た
慶
び
を
語
り
あ
う
、
そ
れ
が

「
御
講
果
非
時
」
で
す
。 

 

報
恩
講
結
願
日
中
法
要
に
勤
ま
る 

               

「
坂
東
曲
」
と
は
？ 

 

報
恩
講
は
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御

祥
月
命
日
に
勤
ま
る
浄
土
真
宗
最
大

の
法
要
で
す
。 

全
国
か
ら
約

50

名
の
僧
侶
が
本

山
に
参
集
し
て
勤
ま
る
東
山
浄
苑
の

報
恩
講
。
こ
の
報
恩
講
の
結
願
日
中

法
要
中
に
勤
ま
る
「
坂
東
曲
」
は
、

本
山
で
し
か
勤
ま
る
こ
と
が
無
い
口

伝
の
声
明
で
、
僧
侶
が
首
体
を
前
後

左
右
に
揺
り
動
か
し
て
念
仏
や
和
讃

の
唱
和
を
行
い
ま
す
。 

こ
の
坂
東
曲
の
起
源
は
定
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
越
後
国
に
配
流
と

な
っ
た
親
鸞
聖
人
が
荒
海
に
揺
れ
る

船
中
で
念
仏
を
唱
え
た
と
の
説
や
関

東
巡
化
の
際
に
暴
風
雨
に
遭
っ
た
船

中
で
揺
れ
な
が
ら
も
念
仏
を
唱
え
た

と
の
説
な
ど
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
東

本
願
寺
で
し
か
勤
ま
る
こ
と
が
無
い

独
特
な
声
明
作
法
（
お
経
の
勤
め
方
）

で
す
。 

是
非
、
親
鸞
聖
人
の
御
生
涯
を
偲

ぶ
と
と
も
に
、
大
勢
の
僧
侶
が
一
心

不
乱
に
勤
め
る
「
坂
東
曲
」
を
観
に
、

当
日
お
参
り
下
さ
い
。 

 【
報
恩
講
結
願
日
中
法
要
】 

・
令
和
７
年

11

月

28

日
（
金
） 

 

午
前

10

時 

嘉
枝
堂
本
堂
に
て 

こ
れ
に
倣
い
、
東
山
浄
苑
で
は

11

月

28

日
（
金
）
の
報
恩
講
の

後
、
御
講
果
非
時
を
お
弁
当
に
し

て
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。 

御
講
果
非
時
弁
当
は
、
京
都
の

老
舗
料
亭
「
は
り
清
」
が
、
こ
の

日
の
為
に
特
別
に
作
っ
て
お
り

ま
す
。 

報
恩
講
参
詣
と
共
に
、
食
を
通

し
て
感
恩
の
気
持
ち
を
新
た
に

す
る
機
縁
と
し
て
、
是
非
、
本
山

特
製
御
講
果
非
時
弁
当
を
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

（
嘉
枝
堂
） 

 

【
冥
加
金
】 

５
，
０
０
０
円
（
一
人
） 

 

※
何
名
で
も
ご
一
緒
に 

お
申
込
で
き
ま
す
。 

 

【
事
前
申
し
込
み
制
】 

お
申
し
込
み
は
、
東
山
浄
苑
尚

書
（
総
合
受
付
）
に
て
事
前
に
お

受
け
し
て
お
り
ま
す
。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BF%B5%E4%BB%8F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%92%8C%E8%AE%83
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%92%8C%E8%AE%83
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B6%8A%E5%BE%8C%E5%9B%BD
https://www.irasutoya.com/2013/11/blog-post_6839.html

